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内  容  の  要  旨
本研究は、理学療法士養成の基本理念とその教育現状、そして現代学生の特徴を踏まえた上で、専門
学校を主体とした学内、臨床実習そして卒後の各領域における理学療法士教育の現状と課題を調査・分
析し、学生主体の学習支援に関する在り方と方法の再検討を行うこと、つまり今日の理学療法士養成の
重要課題である「学習動機づけ」を基盤とした学習支援方法の在り方を実践的に明らかにすることであ
る。
現在、理学療法士教育における「学習方法」は、多様化する学生の特徴を考慮すると「学習支援」の観
点からの再検討が不可欠となっている。換言すれば、学生の主体的な学習を重要視した指導・支援を発
展的、柔軟的に展開することにより、教員主体から学生主体のより良い学習方法を確立し、理学療法士
に向けての学生自身の自己実現をより可能としなければならないということである。そのためには、教
員及び臨床実習指導者は学内教育及び臨床実習教育の主体が学生及び実習生であることを再認識し、
「教える」というよりも「育てる」観点からの「理学療法及び理学療法士の価値観」の教示及び人間力向上
を前提とするが不可欠となる。
この観点から、本論では専門学校における学内教育及び臨床実習教育での学生及び卒後 1 年の理学療
法士の学習支援に関して、始発機能、指向的・選択的機能、調整的機能及び強化的機能としての「学習
動機づけ」の実態分析とその方向付けを行った。それとの関わりにおいて「学習動機づけ」と「学習方
法」及び「自己効力感」の理論的展開を踏まえた上で、それぞれの関連性を実証するための実態分析を実
施した。その結果、学生における学習に対する自律的な意識への変化、対外的価値観への転換、理学療
法士となることの大変さの認識、内容関与的動機の中の「実用志向」の重要性、内容関与的動機（特に
「実用志向」）と自己効力感と関連性、内容関与的動機（特に「充実志向」、「実用志向」）と学習方法との
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関連性を確認できた。これを基に「学内」、「実習」、「卒後」でのそれぞれの「学習動機づけ」を中心とし
た学習支援の現況と課題の調査・分析の上で、その在り方と方向性を探究した。
特に、学内教育及び臨床実習教育における学習支援方法は「学生主体の教育」、「自発的、自律的な学
習姿勢の促進」を前提とし、学生の学習効率、理学療法士教育に関する学習動機づけの向上、学習方法
の改善、自己効力感の向上を目標に展開しなければならない。そのためには、科目の系統性と発展性を
促す知的好奇心や理解欲求、そして向上心を促進させるような学習支援方法が求められるのである。こ
うした方法に準じて学生が自己主導的に提示内容や関連事項を追求することで、学生がより積極的に学
習に取り組むようになり、理学療法士としての自己の評価を高めるのである。また、教員は学生にとっ
て信頼できるような論理的で実用性のある知識、技術の提示と、教授者、先輩、メンターとしての学生
との信頼を基盤としながら学生の学習支援を行わねばならない。そのことによって、学生が学んだ知識
や技能自体のもつ有効性を信じ、理学療法士としての実用を意識した動機に繋げることが可能となる。
言うまでもなく、学生が柔軟性を持ちながら学習に取り組むような学習支援によって、自己効力感、行
動の積極性の向上及び失敗に対する不安の軽減へのより発展的で自己肯定的な学習姿勢に繋がることが
期待できる。
また、臨床実習教育においても学内教育を踏まえて「臨床を経験した上で、理学療法士として自分は
どうあるべきか、通用するかという対外的価値観への転換」等の実習生自身による臨床実習に対する自
己検証の視点も重要である。教員は、その視点の重要性を学生とともに共有しながら、学生のその後の
自己実現のための発展的方向性に対する支援に結び付けていく援助・指導をしていかねばならない。
さらに、卒後教育に関しては、卒後 1 年の臨床を経験した理学療法士に対する意識調査の結果よって、
様々な社会的要因の中において知的好奇心、理解欲求、向上心の促進を目標とした応用的、発展的知的
活動である自己研鑽に対する関心が増加し、その自己研鑽が臨床現場における EBM（根拠にもとづく
医療）の要素を獲得できるという発展的可能性を見出すことができた。しかしながら、臨床現場におい
て自分の能力に漠然と不安を感じ、臨床遂行方法に確信が持てていないことも明らかとなった。この結
果は、臨床現場における環境及び理学療法対象者の多様性、つまり理学療法の難しさを再認識した上
で、自己研鑽し、その研鑽内容を臨床に効果的に運用することによって、理学療法士としての自覚や自
己効力感の向上に繋がる可能性があることを提示するものである。
以上のように、教員は学生の学習動機と学習方法の現状をより的確に把握し、その上で学生の自己効
力感に関わるパーソナリティを理解しなければならない。結論的にいえば、学生の理学療法士としての
成長可能性を信じ、その将来像の具現化を目標とした指導・支援に取り組むためには、学習支援に関す
る不可欠な前提条件としての「学習動機づけ」への認識をより高めていかなければならないのである。
審査の結果の要旨
本論文を受理・審査するにあたって、筆者の資格審査を行った。筆者は、大学院博士課程後期課程を
優秀な成績で満期退学していること、および、関連学会で報告し、論考も掲載していることから課程博
士論文を提出する資格を有していると判断した。  
本論文の課題は、理学療法士の基本理念と現代学生の特徴（気質面、学習面）及び理学療法士教育の
現況を踏まえた上で、専門学校を主体とした学内、臨床実習及び卒後の各領域における理学療法士教育
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の現状と課題を実践的に分析し、学生主体の学習支援に関する理解と方法の再検討を行うこと、つま
り、学習行動の方向づけとして重要な位置づけにある「学習動機づけ」を基盤とした学習支援方法を確
立することである。 現在の理学療法士教育において、多様化する現代学生の特徴を考慮すると、「学習
支援」の在り方の検討は、焦眉の急であるといえる。
本論文では、学内教育及び臨床実習教育における専門学校に在籍する学生及び卒後 1 年の理学療法士
の学習支援に関して、始発機能、指向的・選択的機能、調整的機能及び強化的機能をもつ「学習動機づ
け」と、「学習方法」及び「自己効力感」の理論的背景を踏まえた上で、それぞれの関連性を実証するた
めの実態分析を実施し、その結果を基にそれぞれの「学習動機づけ」を中心とした学習支援の理論的根
拠が探究されている。
学内教育及び臨床実習教育における学習支援方法は、「学生主体の教育」、「自発的、自律的な学習姿
勢の促進」を前提とし、学生の学習効率、理学療法士教育に関する学習動機づけの向上、学習方法の改
善、自己効力感の向上を目標に展開されなければならないとされる。そのためには、科目の系統性と発
展性を持った、知的好奇心や理解欲求、そして向上心を促進させるような学習支援方法が求められ、そ
の方法に準じて学生が自己主導的に提示内容の原理や関連事項を追求し、その知的行動が学生の積極性
や社会環境における自己の評価を高めると筆者は述べる。また、学生にとって信頼できるような論理的
で実用性のある知識、技術の提示と、教授者、先輩、メンターとしての教員に対する信頼を基盤としな
がらの学習支援方法により、学んだ知識や技能自体のもつ有効性を信じ、理学療法士としての将来、実
用を意識した動機と繋がり、そして自分なりの学習方略を確立し、その方略を信じる姿勢への変容が期
待できるとする。しかしながら、この「自分なりの学習方略を確立し、その方略を信じる姿勢」は迷い
を感じる危険性も含んでいるため、柔軟性を持ちながら学習に取り組むような学習支援が必須となる。
この学習支援によって、自己効力感、行動の積極性の向上及び失敗に対する不安の軽減への、より発展
的で自己肯定的な学習姿勢に繋がることが期待できる。加えて、臨床実習教育では「臨床を経験した上
で、理学療法士として自分はどうあるべきか、通用するかという対外的価値観への転換」等の、実習生
自身による臨床実習に対する自己検証の視点も重要であり、その視点に関して教員も共有しながら、そ
の後の自己実現のための発展的方向性を見出す支援も必要となると述べられている。
卒後教育に関しては、卒後 1 年臨床を経験した理学療法士に関して、様々な社会的要因の中において
知的好奇心、理解欲求、向上心の促進を目標とした応用的、発展的知的活動である自己研鑽に対する関
心が増加し、その自己研鑽が臨床現場における EBM（根拠にもとづく医療）の要素を獲得する発展的可
能性を見出すことができたとされている。
以上のことから筆者によると、教員は学生の学習動機と学習方法の現状、自己効力感を含むパーソナ
リティを把握した上で、発展可能性を信じ、その将来像の具現化を目標とした学習に取り組むための、
学習支援に関する不可欠な前提条件としての「学習動機づけ」への認識をより高めていかなければなら
ないことが明らかとなったとされている。
筆者は、教育学研究とリハビリ研究の先行研究を網羅し、リハビリ系専門学校における学習支援の在
り方を論じている。それは非常に現代的な教育課題に応えようとするものであり、専門学校という教育
機関における教育の実践家としての教育実践を理論化したものである。本研究は、リハビリ系の専門学
校教育において、新たな教育研究の地平を拓くものとして期待でき、課程博士論文として評価できるも
のである。
